
「卓　話」
「旅行業と共に30年」
    　　　　　　　　　　　　　鈴木久幸 会員
　　　　　　　　　皆様こんにちは。
　　　　　　　　　まだ入られて間もない方々もい
　　　　　　　　らっしゃる為、改めて自己紹介さ
　　　　　　　　せて頂きます。
　　　　　　　　　私会員の鈴木と申します。出身
　　　　　　　　は七夕祭りで有名な神奈川県平塚
　　　　　　　　市です。
　　　　　　　　　当初この話を受けた際、「さて
何の話をすればいいんだろう？」と正直かなり悩み
ました。
　そこで今日は私自身が携わってきた旅行業という
仕事を通して私自身を知って頂く為の話をさせて頂
きたいと思います。
　私が生まれた昭和39年と言うのは正に東京オリン
ピック、新幹線が開通した年です。
　奇しくもこの年に日本では海外旅行が自由化され
た年でございます。
　東京オリンピックの選手団を運んできた航空機を
空で返すのは勿体ないという事からこの施策が打た
れたという旨聞いております。
　自分が生まれた年にそういう事があったという
事に少しこの世界との縁のような物を感じており
ます。
　よくお客様から、「何故旅行の会社に入ったん
だ？」と聞かれるのですが、ここで本来であれば、
「旅行が好きだから。」、「史跡巡りが好きだから。」
「海外の様々な文化に触れてみたいから。」等言う
べきなのですが、実は理由はそんな殊勝な内容では
ありません。
　1986年ちょうどプラザ合意の翌年で世の中急速に
円高が進んでいる時でした。
　大学3年だった私は夏休みに友人二人と2週間の
鹿児島“与論島”への旅行に出かけました。
　東京有明埠頭から船内で2泊する船旅で翌年は就
職活動の為、恐らく大学生活最後ののんびりした
夏休みかなぁ？と漠然と考えていたのを覚えてお
ります。
　夜船内で毎晩若者ばかり雑魚寝の中、酒盛りが
行われるのですが、その中に女子学生達に交じって
芸をしたり、歌を歌ったりして1人盛り上げている
男がいました。
　友人に聞いたところ、「あー、アレは旅行会社の
添乗員だよ。修学旅行の時いたじゃないか？」とい
う言葉が返ってきました。
　大学3年でそろそろ就職という事を意識し始めた

時、旅行会社と添乗員というキーワードが自分に
飛び込んできたのはあの時が最初でした。
　率直に言って「あれが添乗員の仕事？修学旅行で
見たオジサンと全く違うじゃないか？」と言うのが
偽らざる気持ちでした。女子学生の輪の中に入って
お酒飲んでバカ騒ぎしてお金が頂ける仕事があるん
だ？と言うのがこの世界に興味を持ったきっかけで
した。
　縁あって今この㈱近畿日本ツーリストにお世話に
なる事になったのですが、同じ女子学生でも小学
生、中学生、高校生というちょっと幼い子供達の
引率が最初の仕事でした。（笑）

　仕事の上で印象に残っているのは仕事で行った観
光地と言うよりも知り合いになったお客様との交流
です。いろいろなお客様がいて、このお世話になった
お客様方とのやり取りが一番印象に残っています。
　今ご存知の通り、旅行業界も極めて厳しい局面に

さらされております。
　人々があまり出歩かなくなったので旅行の形態が
少しずつ変わってきているのを感じます。その中で
私自身今更ながら知ったのが新潟県には意外と見ど
ころのある観光地が多いという事です。
　とかく新潟県は観光に弱いと言われがちですが、
数多くの豪農の館、城下町村上や新発田の美しい
街並み、津南の清津峡、戊辰戦争にゆかりのある
榎峠、朝日山古戦場、各地与板条城、坂戸城址等
数多くの城跡。回ってみて改めて初めて知った所が
多かったのに驚かされました。
　これからは三条も含め、縁あってお世話になって
いるこの新潟県、三条市により多くのお客様方を誘
致してこの素晴らしい観光資源をより多くの方々に
紹介していく事を残りのサラリーマン人生のライフ
ワークにして参りたいと思っております。
　長時間のご拝聴ありがとうございました。
　以上で私の卓話を終わらせて頂きます。

会長挨拶
「青森県」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　1977年、2年間国体予選に敗れ出場でき
なくてやっと2回目の参加です。
　2年前に成年男子の種目が470級に変更
になり、コンビを組んでいた仲間と新艇
を購入しての挑戦です。一人60万円ほど
出して4人で2艇購入しました。60万円は
当時の年収でした。4人とも親元にいたの

で生活には困りませんでした。このときほど親に感謝したこ
とはありません。
　青森国体の会場は、浅虫温泉でした。青森駅の少し東にあ
る有名な温泉地です。前年から自艇参加となり、大型トラッ
クにヨットを2艇積み込んで2台の自家用車を運転して浅虫
まで行きました。高速道路もなく約12時間かけて到着したと
記憶しています。
　前夜祭では「ミニねぷた祭り」を開催してくれ役員、監
督、選手が青森の祭りを満喫しました。青森県の熱の入れよ
うが凄く感じられました。この頃の国体は自分の県をどのよ

うに宣伝するかも大事な課題になっていたようで
す。茨城県同様、駅、道路はまるで祭りのようでし
た。
　青森国体の成績は成年男子6位でした。大金をつ
ぎ込んで新艇を購入し成果を出せたのでいよいよ
ヨットに熱が入ってしまいました。この頃クラブに
は20人ほどの会員がいました。4月の第1日曜日から
寺泊で練習開始して11月最後の日曜日にヨットを片
付けて1年が終わりました。しかも、トレーニング
と称して12月になると日曜日は毎週スキーに出掛け
ました。年末年始だけは混むのでスキーを休みまし
た。このようなことが3月まで続きました。本当に
よく遊んだものでした。
　青森県には色々な楽しい思い出が残っています。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
　「7月ロータリーレートのご案内」
　7月1日より　1ドル＝107円
◎佐藤ガバナー事務所より
　「ガバナー月信7月号発行のお知らせ」
　地区のホームページをご覧ください。
◎ロータリー囲碁同好会より
　「第19回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月3日（土）10：00～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎佐藤ガバナー事務所より
　「地区大会記念ゴルフ大会のご案内」
　　　日　時　10月6日（火）登録受付 6：30～
　　　場　所　日本海カントリークラブ（胎内市）
◎7月22日（水）は、ガバナー公式訪問です。当日は、
　ジャケット・ネクタイ着用でお願いいたします。

ニコニコBOX
野崎喜一郎会長
　九州は大変な事になっています。大雨にならない
事を祈ってます。

西山徳芳さん
　父、徳厚の通夜・葬儀でコロナ対策のソーシャル
ディスタンスのため、ご参列いただけなく、迷惑
をおかけしました。お悔やみを頂戴致したことを
感謝申し上げます。

　今日、早退させていただきます。
渡辺良一さん
　前例会では、いっぱいいっぱいでした。本日は落
ちついてやりたいと思います。

　鈴木久幸さん、卓話よろしくお願い致します。
荻根澤隆雄さん
　九州地域の大豪雨で大変な状況です。お見舞い申
し上げます。

　7.13水害を思い出します。
吉井直樹さん
　昨晩の七夕は残念ながら雨でしたが、短冊に願い
を込めました。

　市中に平穏な日々が、戻ります様に。
　本日、鈴木さん、宜しくお願いします。
関川　博さん
　若槻さんと、柳取さんの楽々した顔と野崎会長と
渡辺幹事の緊張感、ステキです。

　鈴木さん、卓話楽しみです。
樺山　仁さん
　大雨の為、九州では大変な状態です。大雨には気
を付けましょう。

　本年度もよろしくお願い致します。
寒河江勝俊さん
　よろしくお願いします。
安達俊明さん
　次回、卓話になりました。よろしくお願いしま
す。

小林敬典さん
　毎日、素晴らしい日々の連続です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
斎藤真澄さん
　久しぶりの出席です。
渡辺勝利さん、　 小越憲泰さん、　 早川滝徳さん、
丸山行彦さん、　 歸山　肇さん、　 若槻八十彦さん、
松永一義さん、　 野水靖之さん、　 明田川賢一さん、
石黒良行さん
　鈴木久幸会員、本日は卓話ありがとうございま
す。お話楽しみにしております。

船越良則さん、　 相場弘介さん、　 斎藤弘文さん、
関　義実さん、　 松永隆夫さん、　 高橋　司さん、
長谷川正実さん、 山田富義さん、　 落合孝夫さん、
柳取崇之さん、　 五十嵐博宣さん
　よいことがありました。スマイルボックスに協力
いたします。

　　　　　　　　7 月 8 日 分　￥      42,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥      99,000
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［6.25］三条東RCへ
 ・神子島正樹さん
［6.25］三条RACへ
 ・船越良則さん、荻根澤隆雄さん
［6.28］四年三役会・地区諮問委員会・
　　　　大谷ガバナー感謝の集い（上越）へ
 ・関川　博さん
［6.29］三条南RCへ
 ・神子島正樹さん
［6.30］三条北RCへ
 ・斎藤弘文さん、杉山幸英さん、
 ・五十嵐晋三さん

【先週のメークアップ】

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：60名中45名
■先々週出席率84.75％
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を付けましょう。

　本年度もよろしくお願い致します。
寒河江勝俊さん
　よろしくお願いします。
安達俊明さん
　次回、卓話になりました。よろしくお願いしま
す。

小林敬典さん
　毎日、素晴らしい日々の連続です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
斎藤真澄さん
　久しぶりの出席です。
渡辺勝利さん、　 小越憲泰さん、　 早川滝徳さん、
丸山行彦さん、　 歸山　肇さん、　 若槻八十彦さん、
松永一義さん、　 野水靖之さん、　 明田川賢一さん、
石黒良行さん
　鈴木久幸会員、本日は卓話ありがとうございま
す。お話楽しみにしております。

船越良則さん、　 相場弘介さん、　 斎藤弘文さん、
関　義実さん、　 松永隆夫さん、　 高橋　司さん、
長谷川正実さん、 山田富義さん、　 落合孝夫さん、
柳取崇之さん、　 五十嵐博宣さん
　よいことがありました。スマイルボックスに協力
いたします。

　　　　　　　　7 月 8 日 分　￥      42,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥      99,000
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「卓　話」
「旅行業と共に30年」
    　　　　　　　　　　　　　鈴木久幸 会員
　　　　　　　　　皆様こんにちは。
　　　　　　　　　まだ入られて間もない方々もい
　　　　　　　　らっしゃる為、改めて自己紹介さ
　　　　　　　　せて頂きます。
　　　　　　　　　私会員の鈴木と申します。出身
　　　　　　　　は七夕祭りで有名な神奈川県平塚
　　　　　　　　市です。
　　　　　　　　　当初この話を受けた際、「さて
何の話をすればいいんだろう？」と正直かなり悩み
ました。
　そこで今日は私自身が携わってきた旅行業という
仕事を通して私自身を知って頂く為の話をさせて頂
きたいと思います。
　私が生まれた昭和39年と言うのは正に東京オリン
ピック、新幹線が開通した年です。
　奇しくもこの年に日本では海外旅行が自由化され
た年でございます。
　東京オリンピックの選手団を運んできた航空機を
空で返すのは勿体ないという事からこの施策が打た
れたという旨聞いております。
　自分が生まれた年にそういう事があったという
事に少しこの世界との縁のような物を感じており
ます。
　よくお客様から、「何故旅行の会社に入ったん
だ？」と聞かれるのですが、ここで本来であれば、
「旅行が好きだから。」、「史跡巡りが好きだから。」
「海外の様々な文化に触れてみたいから。」等言う
べきなのですが、実は理由はそんな殊勝な内容では
ありません。
　1986年ちょうどプラザ合意の翌年で世の中急速に
円高が進んでいる時でした。
　大学3年だった私は夏休みに友人二人と2週間の
鹿児島“与論島”への旅行に出かけました。
　東京有明埠頭から船内で2泊する船旅で翌年は就
職活動の為、恐らく大学生活最後ののんびりした
夏休みかなぁ？と漠然と考えていたのを覚えてお
ります。
　夜船内で毎晩若者ばかり雑魚寝の中、酒盛りが
行われるのですが、その中に女子学生達に交じって
芸をしたり、歌を歌ったりして1人盛り上げている
男がいました。
　友人に聞いたところ、「あー、アレは旅行会社の
添乗員だよ。修学旅行の時いたじゃないか？」とい
う言葉が返ってきました。
　大学3年でそろそろ就職という事を意識し始めた

時、旅行会社と添乗員というキーワードが自分に
飛び込んできたのはあの時が最初でした。
　率直に言って「あれが添乗員の仕事？修学旅行で
見たオジサンと全く違うじゃないか？」と言うのが
偽らざる気持ちでした。女子学生の輪の中に入って
お酒飲んでバカ騒ぎしてお金が頂ける仕事があるん
だ？と言うのがこの世界に興味を持ったきっかけで
した。
　縁あって今この㈱近畿日本ツーリストにお世話に
なる事になったのですが、同じ女子学生でも小学
生、中学生、高校生というちょっと幼い子供達の
引率が最初の仕事でした。（笑）

　仕事の上で印象に残っているのは仕事で行った観
光地と言うよりも知り合いになったお客様との交流
です。いろいろなお客様がいて、このお世話になった
お客様方とのやり取りが一番印象に残っています。
　今ご存知の通り、旅行業界も極めて厳しい局面に

さらされております。
　人々があまり出歩かなくなったので旅行の形態が
少しずつ変わってきているのを感じます。その中で
私自身今更ながら知ったのが新潟県には意外と見ど
ころのある観光地が多いという事です。
　とかく新潟県は観光に弱いと言われがちですが、
数多くの豪農の館、城下町村上や新発田の美しい
街並み、津南の清津峡、戊辰戦争にゆかりのある
榎峠、朝日山古戦場、各地与板条城、坂戸城址等
数多くの城跡。回ってみて改めて初めて知った所が
多かったのに驚かされました。
　これからは三条も含め、縁あってお世話になって
いるこの新潟県、三条市により多くのお客様方を誘
致してこの素晴らしい観光資源をより多くの方々に
紹介していく事を残りのサラリーマン人生のライフ
ワークにして参りたいと思っております。
　長時間のご拝聴ありがとうございました。
　以上で私の卓話を終わらせて頂きます。

会長挨拶
「青森県」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　1977年、2年間国体予選に敗れ出場でき
なくてやっと2回目の参加です。
　2年前に成年男子の種目が470級に変更
になり、コンビを組んでいた仲間と新艇
を購入しての挑戦です。一人60万円ほど
出して4人で2艇購入しました。60万円は
当時の年収でした。4人とも親元にいたの

で生活には困りませんでした。このときほど親に感謝したこ
とはありません。
　青森国体の会場は、浅虫温泉でした。青森駅の少し東にあ
る有名な温泉地です。前年から自艇参加となり、大型トラッ
クにヨットを2艇積み込んで2台の自家用車を運転して浅虫
まで行きました。高速道路もなく約12時間かけて到着したと
記憶しています。
　前夜祭では「ミニねぷた祭り」を開催してくれ役員、監
督、選手が青森の祭りを満喫しました。青森県の熱の入れよ
うが凄く感じられました。この頃の国体は自分の県をどのよ

うに宣伝するかも大事な課題になっていたようで
す。茨城県同様、駅、道路はまるで祭りのようでし
た。
　青森国体の成績は成年男子6位でした。大金をつ
ぎ込んで新艇を購入し成果を出せたのでいよいよ
ヨットに熱が入ってしまいました。この頃クラブに
は20人ほどの会員がいました。4月の第1日曜日から
寺泊で練習開始して11月最後の日曜日にヨットを片
付けて1年が終わりました。しかも、トレーニング
と称して12月になると日曜日は毎週スキーに出掛け
ました。年末年始だけは混むのでスキーを休みまし
た。このようなことが3月まで続きました。本当に
よく遊んだものでした。
　青森県には色々な楽しい思い出が残っています。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
　「7月ロータリーレートのご案内」
　7月1日より　1ドル＝107円
◎佐藤ガバナー事務所より
　「ガバナー月信7月号発行のお知らせ」
　地区のホームページをご覧ください。
◎ロータリー囲碁同好会より
　「第19回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月3日（土）10：00～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎佐藤ガバナー事務所より
　「地区大会記念ゴルフ大会のご案内」
　　　日　時　10月6日（火）登録受付 6：30～
　　　場　所　日本海カントリークラブ（胎内市）
◎7月22日（水）は、ガバナー公式訪問です。当日は、
　ジャケット・ネクタイ着用でお願いいたします。

ニコニコBOX
野崎喜一郎会長
　九州は大変な事になっています。大雨にならない
事を祈ってます。

西山徳芳さん
　父、徳厚の通夜・葬儀でコロナ対策のソーシャル
ディスタンスのため、ご参列いただけなく、迷惑
をおかけしました。お悔やみを頂戴致したことを
感謝申し上げます。

　今日、早退させていただきます。
渡辺良一さん
　前例会では、いっぱいいっぱいでした。本日は落
ちついてやりたいと思います。

　鈴木久幸さん、卓話よろしくお願い致します。
荻根澤隆雄さん
　九州地域の大豪雨で大変な状況です。お見舞い申
し上げます。

　7.13水害を思い出します。
吉井直樹さん
　昨晩の七夕は残念ながら雨でしたが、短冊に願い
を込めました。

　市中に平穏な日々が、戻ります様に。
　本日、鈴木さん、宜しくお願いします。
関川　博さん
　若槻さんと、柳取さんの楽々した顔と野崎会長と
渡辺幹事の緊張感、ステキです。

　鈴木さん、卓話楽しみです。
樺山　仁さん
　大雨の為、九州では大変な状態です。大雨には気
を付けましょう。

　本年度もよろしくお願い致します。
寒河江勝俊さん
　よろしくお願いします。
安達俊明さん
　次回、卓話になりました。よろしくお願いしま
す。

小林敬典さん
　毎日、素晴らしい日々の連続です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
斎藤真澄さん
　久しぶりの出席です。
渡辺勝利さん、　 小越憲泰さん、　 早川滝徳さん、
丸山行彦さん、　 歸山　肇さん、　 若槻八十彦さん、
松永一義さん、　 野水靖之さん、　 明田川賢一さん、
石黒良行さん
　鈴木久幸会員、本日は卓話ありがとうございま
す。お話楽しみにしております。

船越良則さん、　 相場弘介さん、　 斎藤弘文さん、
関　義実さん、　 松永隆夫さん、　 高橋　司さん、
長谷川正実さん、 山田富義さん、　 落合孝夫さん、
柳取崇之さん、　 五十嵐博宣さん
　よいことがありました。スマイルボックスに協力
いたします。

　　　　　　　　7 月 8 日 分　￥      42,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥      99,000
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　　次々週例会　 7月 2 9日　 　 夜例会「納涼例会」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18：30～　於 越前屋ホテル

　　次 週 例 会　 7月 2 2日　　「佐藤 真ガバナー公式訪問」
　　　　　　　　　　　　　　　　　12時開会点鐘

「卓　話」
「旅行業と共に30年」
    　　　　　　　　　　　　　鈴木久幸 会員
　　　　　　　　　皆様こんにちは。
　　　　　　　　　まだ入られて間もない方々もい
　　　　　　　　らっしゃる為、改めて自己紹介さ
　　　　　　　　せて頂きます。
　　　　　　　　　私会員の鈴木と申します。出身
　　　　　　　　は七夕祭りで有名な神奈川県平塚
　　　　　　　　市です。
　　　　　　　　　当初この話を受けた際、「さて
何の話をすればいいんだろう？」と正直かなり悩み
ました。
　そこで今日は私自身が携わってきた旅行業という
仕事を通して私自身を知って頂く為の話をさせて頂
きたいと思います。
　私が生まれた昭和39年と言うのは正に東京オリン
ピック、新幹線が開通した年です。
　奇しくもこの年に日本では海外旅行が自由化され
た年でございます。
　東京オリンピックの選手団を運んできた航空機を
空で返すのは勿体ないという事からこの施策が打た
れたという旨聞いております。
　自分が生まれた年にそういう事があったという
事に少しこの世界との縁のような物を感じており
ます。
　よくお客様から、「何故旅行の会社に入ったん
だ？」と聞かれるのですが、ここで本来であれば、
「旅行が好きだから。」、「史跡巡りが好きだから。」
「海外の様々な文化に触れてみたいから。」等言う
べきなのですが、実は理由はそんな殊勝な内容では
ありません。
　1986年ちょうどプラザ合意の翌年で世の中急速に
円高が進んでいる時でした。
　大学3年だった私は夏休みに友人二人と2週間の
鹿児島“与論島”への旅行に出かけました。
　東京有明埠頭から船内で2泊する船旅で翌年は就
職活動の為、恐らく大学生活最後ののんびりした
夏休みかなぁ？と漠然と考えていたのを覚えてお
ります。
　夜船内で毎晩若者ばかり雑魚寝の中、酒盛りが
行われるのですが、その中に女子学生達に交じって
芸をしたり、歌を歌ったりして1人盛り上げている
男がいました。
　友人に聞いたところ、「あー、アレは旅行会社の
添乗員だよ。修学旅行の時いたじゃないか？」とい
う言葉が返ってきました。
　大学3年でそろそろ就職という事を意識し始めた

時、旅行会社と添乗員というキーワードが自分に
飛び込んできたのはあの時が最初でした。
　率直に言って「あれが添乗員の仕事？修学旅行で
見たオジサンと全く違うじゃないか？」と言うのが
偽らざる気持ちでした。女子学生の輪の中に入って
お酒飲んでバカ騒ぎしてお金が頂ける仕事があるん
だ？と言うのがこの世界に興味を持ったきっかけで
した。
　縁あって今この㈱近畿日本ツーリストにお世話に
なる事になったのですが、同じ女子学生でも小学
生、中学生、高校生というちょっと幼い子供達の
引率が最初の仕事でした。（笑）

　仕事の上で印象に残っているのは仕事で行った観
光地と言うよりも知り合いになったお客様との交流
です。いろいろなお客様がいて、このお世話になった
お客様方とのやり取りが一番印象に残っています。
　今ご存知の通り、旅行業界も極めて厳しい局面に

さらされております。
　人々があまり出歩かなくなったので旅行の形態が
少しずつ変わってきているのを感じます。その中で
私自身今更ながら知ったのが新潟県には意外と見ど
ころのある観光地が多いという事です。
　とかく新潟県は観光に弱いと言われがちですが、
数多くの豪農の館、城下町村上や新発田の美しい
街並み、津南の清津峡、戊辰戦争にゆかりのある
榎峠、朝日山古戦場、各地与板条城、坂戸城址等
数多くの城跡。回ってみて改めて初めて知った所が
多かったのに驚かされました。
　これからは三条も含め、縁あってお世話になって
いるこの新潟県、三条市により多くのお客様方を誘
致してこの素晴らしい観光資源をより多くの方々に
紹介していく事を残りのサラリーマン人生のライフ
ワークにして参りたいと思っております。
　長時間のご拝聴ありがとうございました。
　以上で私の卓話を終わらせて頂きます。

元日

例会の様子

会長挨拶
「青森県」

　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長
　1977年、2年間国体予選に敗れ出場でき
なくてやっと2回目の参加です。
　2年前に成年男子の種目が470級に変更
になり、コンビを組んでいた仲間と新艇
を購入しての挑戦です。一人60万円ほど
出して4人で2艇購入しました。60万円は
当時の年収でした。4人とも親元にいたの

で生活には困りませんでした。このときほど親に感謝したこ
とはありません。
　青森国体の会場は、浅虫温泉でした。青森駅の少し東にあ
る有名な温泉地です。前年から自艇参加となり、大型トラッ
クにヨットを2艇積み込んで2台の自家用車を運転して浅虫
まで行きました。高速道路もなく約12時間かけて到着したと
記憶しています。
　前夜祭では「ミニねぷた祭り」を開催してくれ役員、監
督、選手が青森の祭りを満喫しました。青森県の熱の入れよ
うが凄く感じられました。この頃の国体は自分の県をどのよ

うに宣伝するかも大事な課題になっていたようで
す。茨城県同様、駅、道路はまるで祭りのようでし
た。
　青森国体の成績は成年男子6位でした。大金をつ
ぎ込んで新艇を購入し成果を出せたのでいよいよ
ヨットに熱が入ってしまいました。この頃クラブに
は20人ほどの会員がいました。4月の第1日曜日から
寺泊で練習開始して11月最後の日曜日にヨットを片
付けて1年が終わりました。しかも、トレーニング
と称して12月になると日曜日は毎週スキーに出掛け
ました。年末年始だけは混むのでスキーを休みまし
た。このようなことが3月まで続きました。本当に
よく遊んだものでした。
　青森県には色々な楽しい思い出が残っています。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺良一 幹事

◎国際ロータリー日本事務局より
　「7月ロータリーレートのご案内」
　7月1日より　1ドル＝107円
◎佐藤ガバナー事務所より
　「ガバナー月信7月号発行のお知らせ」
　地区のホームページをご覧ください。
◎ロータリー囲碁同好会より
　「第19回ロータリー全国囲碁大会のご案内」
　　　日　時　10月3日（土）10：00～
　　　会　場　日本棋院本院（東京・市ヶ谷）
◎佐藤ガバナー事務所より
　「地区大会記念ゴルフ大会のご案内」
　　　日　時　10月6日（火）登録受付 6：30～
　　　場　所　日本海カントリークラブ（胎内市）
◎7月22日（水）は、ガバナー公式訪問です。当日は、
　ジャケット・ネクタイ着用でお願いいたします。

ニコニコBOX
野崎喜一郎会長
　九州は大変な事になっています。大雨にならない
事を祈ってます。

西山徳芳さん
　父、徳厚の通夜・葬儀でコロナ対策のソーシャル
ディスタンスのため、ご参列いただけなく、迷惑
をおかけしました。お悔やみを頂戴致したことを
感謝申し上げます。

　今日、早退させていただきます。
渡辺良一さん
　前例会では、いっぱいいっぱいでした。本日は落
ちついてやりたいと思います。

　鈴木久幸さん、卓話よろしくお願い致します。
荻根澤隆雄さん
　九州地域の大豪雨で大変な状況です。お見舞い申
し上げます。

　7.13水害を思い出します。
吉井直樹さん
　昨晩の七夕は残念ながら雨でしたが、短冊に願い
を込めました。

　市中に平穏な日々が、戻ります様に。
　本日、鈴木さん、宜しくお願いします。
関川　博さん
　若槻さんと、柳取さんの楽々した顔と野崎会長と
渡辺幹事の緊張感、ステキです。

　鈴木さん、卓話楽しみです。
樺山　仁さん
　大雨の為、九州では大変な状態です。大雨には気
を付けましょう。

　本年度もよろしくお願い致します。
寒河江勝俊さん
　よろしくお願いします。
安達俊明さん
　次回、卓話になりました。よろしくお願いしま
す。

小林敬典さん
　毎日、素晴らしい日々の連続です。
衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
斎藤真澄さん
　久しぶりの出席です。
渡辺勝利さん、　 小越憲泰さん、　 早川滝徳さん、
丸山行彦さん、　 歸山　肇さん、　 若槻八十彦さん、
松永一義さん、　 野水靖之さん、　 明田川賢一さん、
石黒良行さん
　鈴木久幸会員、本日は卓話ありがとうございま
す。お話楽しみにしております。

船越良則さん、　 相場弘介さん、　 斎藤弘文さん、
関　義実さん、　 松永隆夫さん、　 高橋　司さん、
長谷川正実さん、 山田富義さん、　 落合孝夫さん、
柳取崇之さん、　 五十嵐博宣さん
　よいことがありました。スマイルボックスに協力
いたします。

　　　　　　　　7 月 8 日 分　￥      42,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥      99,000


